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研究概要：

研究目的：市場を様々な人が街に接点をもつ場所にすることで、人や情報が溢れる社交的な
　都市のオープンスペースとして再定義することを目的とした。

研究成果：

苦労した点や感想など：現状の市場への細やかな配慮と分析が不足していた。
また、都市の抱える問題を市場の再構築とともに考えるならば、まちの全体に広がるような
提案が必要であったと思う。

北九州市の小倉駅から徒歩 10 分の場所に「旦過市場」という古い市場がある。

現在、浸水被害と老朽化から再開発が検討されている。市場と劇場の共通性に

着目し、この地域の猥雑な魅力を継承した新しい市場の提案を目指した。

北九州モノレール　旦過駅

駅と水辺空間を結ぶ市場の動線

■緑の劇場
戦後間もなくできた映画館の娯楽
性に付随して形成された古い木密
の居酒屋街。建物の更新に備え、
一部店舗を市場内に移転し、敷地
をポケットパークにし、映画館の壁
を背景に演劇も行えるようにする。

■水の劇場
この市場は側を流れる「神嶽川」の
恩恵を受け、大正時代から発展し
てきたが、現在は完全に川に背を
向けた状態になっている。対岸の
空き地に劇場を設けることで再び
川に開いた風景をつくりだす。

■市場の劇場
立体化された市場と地上部分の公
共機能という二つのレイヤーの中
心にできる広場が「市場の劇場」。
普段はラジオ体操やこどもの遊び
場などにつかわれる。中心部に少
ない近隣公園の機能をおぎなう。

賑わいに紛れる楽しみをまちなかに展開する「市場」×「劇場」


